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10. 殺虫剤に放ける共力作用機構に関する研究 (第 守鞘) イエバエによるピレス E)

イ ドの解毒に対する piperonylZhltOXideの阻審作用につし､て 脚.I(･uJTi-(diW･N i'.I
氏学描 出=･化†Y:孜!去)29.4.28.受理 ､

イエバエ成虫の細何煎砕液による rlyretlmhIS 及び allethrin の解馴 こ封する

IpirlerOnylbtltOXidcの阻審作用をアカイエカ幼虫を用ひでの b)'oasszlyにより研究し

pyrcthrinsの解増に射してはかなり阻賓作用を示すが,TLllet11rJhlに封しては殆んど示

さない事を田めた.1 .

前稚(17に於で若者はイ･L,(ェの雌恥による lipase

nctivity及び pyrcthrinsに対する脈稲作ITJの王::JfT!i.

についてIqlEF.f-･し, イエ,(ェの IiptlSeaCtil･Jhy と

pyretllrjnsに対する脈;i川=川北-に l)yrelhrinsに対

する脈芯I川Jと r)yrcthrinsに対する拭坑性のT'fHの't-.r7

閃性については疑問のある叫を認め,fLW.lj.に桃 イェ,(
エ粉末による pyrethriilS 附子別IL:日に対する

pipcronylbu(0.yide(pip.but.)の阻告作川を研究

し,イエJl'ェ粉末による乳剤の取壊のため共の附哲作

川を蹴?,A亨す る叫が川来なかった加を報告した｡叉別
報(うに於て .lllcthrjnに対する egonolの共力姥が

rlyrL･Ehrinsに対+るそれよt)小である頚を識告した.

紫衣は [))rrL･thrins及び nHethrlnに対する pip.

huL の)I.':JJ也の113をγ･JJイエ･JJ幼山を川ふる投出試

飲によ()研究して,帆-#が托･iT･よI)大であるのを別宅亨

し,-klに比のJIiJJ蛇の丑をjr,:-)Jl'l'川は ])yrL･thmitlに
対する群訪;的附けILIJ=川えのjl:･'JJmのFlLLfIに?.与くとの舵
説によI)=.t切を:ltみようとして,アカイエカ秋山の約
番地 砕波の 1)yJ･Cthrins,nllclhrins及び 1)J'l).Ⅰ川t.

l

に対す る作川並にイェバェ成虫の組草紙 昨液による

･pyrethrins及び allethrin の解苛に対する pip.

huL の阻野作脚 こついて研究し-3'Tr知見を和たので

此矧 こ湘告する.

実 験

I.突 放 材 料
(1) 伐 拭 巧 剤

a. 除虫gJ'ェキス pyrethrinI6.20%,pyrethrin

II6.31%,totalpyrethriムs12.51% (hcnzol法)

b.allethrinS.I3.Penick社製 9020'含猛の工業
亡:Inll
c･pip.but.U.S.IrldustrhlChemicals社製

工梁!Ur

(L TIVCCn8O,有価別ヒ的, キシレン(bp】37-1400)

'rIJ'llFilhlt

(2) 供 拭 昆 虫

a.イエJ:ェ成虫及びJCの:'L･:作組伍贋押液 pyreth-

roid の仰JJJM;手書試料として川ひたイエバエ成山は前

Ul
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稚く1)でlT]ひたものと同一の訂右桝系イエバェ Musca

domesLiLILZL. で,薬rrJ酵田添加立脚斗仰2.S･と小変棚
の粁別によって飼育し,羽化後 2-511を径た伽全な

個体を包んで岬脚仁を区別せず,生体iitの4lt.:Li:の水と
少畳のFj.l紗を加へ乳鉢小でよく磨降し,ガーゼ4歪に

てiF過iRl乾を遠心分緋 (r.p.'m.2500) し,上=Jg_演
を佐川する03.6g のイ工,.'ェ生体から 10ccの脆辞

液がi!iら才しろ｡fL'･5加熱不矧吐化の場合は本上沼硬を試

験管に採T),1000の重退助lllで30分加難後蒸発水迫

を祁充し,奴回折山した蛋白質をfrfび乳鉢小で胎辞t,

均一の液とする｡

b.アカイエカ幼虫及び非 の生体組純既搾液
pyrethroid の生物学白脱 出並にそれに対する解記作

用の実験に用ひたアカイエカ CuZexPIL,ie'7SL.vcr.

I:allellSCoqui.の幼虫は前報と同様に晩年Th一郊外の

著者宅の下水潤から托貼した卵塊を水脚llで蛸化せし

め薬mW付を桝として飼辞したもので,掴化役7-10

日のものである｡又呼誠試料として111ひた生休純音.Ll旧
師液は酌とr'~l]じアカイエカ幼虫に生休霞の等iiの水を

加へ7il;砂とiJr;･に脱押,iF,過及び遠心分緋することイエ
バェの1.1,給 と同様にし,22gの生体から胎砕波 (bH

6.4)那 :iUcc守はられる. 叉加熱不活性化もイエノくIL

の糊付と['--]様に拙作する｡

1Ⅰ.Pyrcthrins及び Allethrinに封する Pipe-

ro]lyllhtoxideの共力度の差異

著省く℡Jは光に ;111cthrin乳剤に egonolを加へて

アカイエ-))幼虫に対する殺虫試験を行ひ,egonolは

allcthrinに対 してもpyrcthrinsと同様に火力効斗土
を,7';すが,JC･の共-)J比は後者の場合より劣る加を観察
し,PEQU-1;TTP', ToMl:Setal.'｡, Gf;RAsDOlt.V Ct

al.(･77及び長沢等16)の純米と一致するのを認めた｡I

I.I.7_1･.記の若者以外の研究に於では供試昆虫としてイエ

･バ1-及び m̂ericancockroachが用ひられ,アカイ

エカに北では行ほれていないので,pyreHlrins及び

allethrLnに対する pip.but. の共-)J蛇を比較する

為,アカイエカ劫山を川ふる殺虫試験によt)研究し次

の如き約月土を子F.Eた｡

節 10 巻-1Ⅰ

(a) 実 額 方 法

宍験は前報告(7)と同様に行ひ pyrethroid(紘

pyrethroid に扱37こし 12.51% の除虫-JJJ'ェキス及び

90% alIethrinを位川)に対する pip.but.の況合
比を 1:Sとし, 前述の詔原料を乳化のJI-1･適条件であ

･る約1-Xに示す様な処方で混合し各々透nJ]な乳剤EiR液

を柑たO

殺虫試験は前端(71と同じく所要濃蛇に椛釈 した乳
剤 200ccを盛ったぺト.)-mにアカイエカ幼虫を 1O

控宛入れ,24時間後の三l諺Eを調査したo算王族は1兆刑
に就て対数FLH職に2或は4系列の椛釈液6校を調B.きし,
1稀釈液について10田のべトリーJITL, 計100匹の上丘

出について行った｡i.J.J宍放時の水温は220であった｡

(b) 実演結果及び音義

上述の宍験方法によって亨!.Lられた希乳剤の給料榊i
(V),葦辻 (X(ppm)-1/V)と死虫率 Y との附係

(無処理対.qCi区の生存虫率は 100%)を-X･,i-三･するとm
2式の通りである.

fjjY2式の結架について掛 こ枯耽な比較を行ふため,

盛iiilX を共の対数 xに,Yを prohityに'TR捜し,
liLTSSの業法一死山削 戯一次変伽 帥三を施 してJC.の

回屈方程式 y-57+b(x一方)を求め,krにこれと批判
fLtiの問の適合性に関する x2一試験を行った紙火を,7;+

と茄3衣の通りであるo

茄3炎の結果から貴地一死虫率回和独を措き, それ

に述き各乳剤の和効腔を31,.tnすればIa14炎の血.)であ

る｡

卯4式で Lb-50を以て7-I-;された各乳剤のイブ効蛇か
ら pyrcthrins及び allcthrin に対する pip.hLlt.

の致死共-))圧を求めると前者に対するそれは ..7.01,

後者のそれは 1.71即ち Pyrethrins及び allcthrin

に夫々8倍丑の plp.but.を況mすれば的■者は2.04

I:A.:,後者は 1.71伽 こ効力が増強される訳で,前掛こ

対する致死共力圧は後者に対するそれの 1.201'L'･I'･に川

当し,光に著者(つJ並に諮研究者0-6'によt)鞘'Hせら

れた, allethrin に対する各班=)I.:-)j剤の火ノJl如 :

pyrethrinsに対するそれより劣るという約月ミと-班

TableI.' ThecornpositlonoLtheoriginalemulsionsforthecxperimcnts

ofsynergisticactionofpip.butwithpyrethrinsandallethrin.
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Table2. 7)os･lgC･Y(日,m)-mortalityY(形)I(aT･lesL･.汀Synt･rfrize(II･yretl.roi(I
eml心itmsIVithI)lP.I川t.tOlarm Ofthec｡mmonLhollSCmosquito.

Table3. Summaryof(htaOfexperimentsforrchtionofdosage;In°

m(汀Ialitylolarv.10日heroTnm(Jnhousemosquito jnsynergJZedpyrethroid
emlllsi(lnS.

Table4. rAbsolutctoxicity'of/syTICrFrizcllpyrcthrohtclllulsiMlSWith
r)ip.hut.ti)lIlrVaOfthc~comm()n】1(川SCmOSqllito.

Forn川1こItjon
A

1-yr.+1-j .iu;.1,711.隷 l}1...l l駄 目 7... 1

EI
PJ:p.liut･

Pyr.- Pyrethrins,^ll･--Allcthrin

旺l
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するO猶 pyrcthrlnsに共力剤を況糊すれば一般に弟

fd:-夕日11率回惜敗の1rJ系数即ち殺虫能率(b-1/6)が火

となると称せられているが本実験に於けるalletllrin

では比対にそれが減じているのは注目すべき-'_lfである｡

ⅠⅠⅠ･PyrethrillS,Allethrin 及び Pip･Ilu七･に
封するアカイエカ幼虫組冷感砕波の解毒作用

仇火険にきってアカイエカ幼山を生物試験用昆虫と

した城九 pip･but･･0,allcthrjnに対する共力度

は J'yrcthrinsに対する.%れよE)諮る叫が捌かとなっ
たが,:)?Lpyrethroidに対する共力剤の作川披隅が

Z)J■relhroid の昆虫による解諒f川Jに対する共力剤の

rululに拭くものとすれば,比の共力蛇の謹矧ま共の阻

iL'比のL.1日Ii.に韮くものではないかと想像せられるので,
･射 して Pyrethroidがアカイエカによって恥 tdされる

か,叉 pip.but.はそれによって如何なる作川を受

けるか,史に又服毒に対する阻臼が行はれるかに就て

研究する為,アカイエカの細事船籍砕波による pyre-

thrins及びallethrill等L剤の脈ぷ並に plp.but.乳

剤の分解或は不'FFi比化につい,て実験を行ひ若干の加L
を得た｡

.(a) Pyrethrins及び Allethrinに封するアカ

イエカ幼虫の組持藍液の解.宅作用

(1) 宍 験 方 法

アカイエ■ヵ幼虫による Pyrethroid の肺 諒に対す

る pip.but.の即LiL7仲川を研究するにさきだ.fpJt･の

節 19 啓一II

･紐帯脈 押液が pyrcthroid をITJ･'EL諒するか-Hlかを知る
必安があるので, 前報(I)･と同様に除虫菊ェキスを原

料とし キシレンを韮札 TIYeen80を乳化剤とした

0.05%pyrethrinsemulsion(防虫it.5ェキス O.16g,

Tween.SOJ･_ヨog,キンレy.0･64g,水にて 40cc)

或はallettlrinを埠料とし上と同様の韮剤及び乳化剤

をF討ひた .P･05,00'allethrin emulsion (allethrin

O･0222g,TWeen801･32g,キシレy O･6578g,汰

にて 40cc)に前述の如き方法で調製したア･)!イエカ
組織取砕波或は加劫不満比化培砕淡を妨5･J1-に前ナよ
うな割合で加へ,妃に水で全液を 16ccとし,叫 抑1

250の'R温器に入れ,延期的に杭出し,後生作ちぎ;掛こ

よりlrJi怒分脈tt･られず戟田しているpyrethrins及び

allethrinの迫をアカイエカ幼虫の殺虫試験によりむ三

物学的に測定した.

本宍験の放浪の pli は調整を行はずjEのL蜘r'CLL秋
験を行ったもので,茄5式中の pH は背光浪iJTs加比
後の姓でb-る.

(2) 宍艶紙刀ミ及び考Y,L{

茄5Jiの如き処方で3胡封LuRi斑 し希試淡を上述のyi
験方法でアカイエカ幼虫に適川し共のLl荘-JJを決めた｡

令試披 (16ccに対する)の稲葉封榊 ま, 弟iitと死虫串l

のBg係を-1(.'TJ{すると茄6尖の通りであるO教皇本突放に

川ひた7カイェカ幼虫は脚化後rJHのもので,地温は

21士loであった｡

Table5. ThcLormuhtionofthetestsolutionsforcnzymaticdetoxification

of.pyrcthrinsand;lllcthrill.Mosquito's
grountHissuesol.

▲CC groill=.C?tIs-tqti:p!aoueets'soi･Cドoe'lSyJir';･7ccI:AmOluji;C1 watecJ pli,value

Table6. Dosage(ppm)-mortality (%)tablesfordetoxirlCd pyrcthroi【l
emulsionsbymosquito'Scnzymetohrvaofthecommonhousemosquito.

VE--Viableenzymc,llE-IlZea卜inこICtivatcdcnzylllC

Gi
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抑6=Ji･の災験hll淡を loLL'-I･roll.lhilityp.lPCrJ･J=

7㌧7ツトし,･]〔処に拭かれた･刊lJ'l'JIPll榊 加-ら考?.tl+JL
は lJyrLL=lrJ'ns及び n11t･Hlrinの相TL孤)I:･7カイ･t

JJIJ)DTJILm爪印旅によ訓 ･'F.I/TJ-は串弓めて少ないニーJは'JLH.め

られるa これはm f･淡の附L'TJt力が木耳:糾粥でも,-Jによ

る外に附;7押 流 1-1Ⅰ城はWL姥が木リ王.野郎こ於ける･3'.ィ一ト
とgi.るか,叉n･'t.汀Itに対すろ TIVCenLfiO矧 土キシレン

のFTLiTlにヨ.ちくものとも考へられるが,その何れによる

かは-Rfに検討を必Bliとするo

(b) Pip.llut･ に封するアカイエカ幼虫組鞭癖

砕波の作用

アカイエカ幼虫紬柑庶砕波によるpyrcthroi(lの仰
:,=に対する pip.hlJt.のFIL汚作川を研究するに当っ

て開祖となるのは,Pip.hl】t.が三l三11m誹によt)分
IT),'(.城は不ITITi11三化されるか否かの点であるので,これを
椛めるため,キンレイを2,m.I,TIVCCnSOを乳化剤
としてmひた 0.4,00/pip.huh emulsion(pip.htlt.

0.log,TIYCCnSO2.80g,キS,レy 1.44g,水にて
40cc)2cc にアカイエカ幼山組相沢砕波 (VI‥)或は

加熱不朽牡化既押液 (rlF.)を 1cc及び水 13ccを
添加し251土loのtjii温訂糾tにてうi3糊的に抑 放して24時

問処和し 筏 0.0.-),oipyrcthrinsemulsion2ccを

加へ,アカイエカfJJ出をmふる投出試験によ()粥･の郡

力を比校し約71Xのような縦穴を守F.阜九o(.''･7本X･巾の和

柁判ま折乳剤 1bccに対する倍数を77;し プぷ附時の水

温は 19.5土0.50であった.

Table7. Dosagc(ppm)-morhlity(形)
table.qforsyncrgizcdpyrctllrum emlllsions
withpip.huhlVhichIre.ltCdwithmosquito'S
cnzymc to hrm of the common house
mosquitn.

節 ll) 啓一11

比 l･.の如くアカイェカRjA胤糾肌昨淡の r,yrcth-
roirlに封する脈f7i･-))が符脚 であり,文相訪;的仰WLJf作

)!Jのブ!欺小 J)i1,.I,lJr.の .1(･Ht.ilyがさIt少する叫か
(),アカイエカ脚f･打k'な川ひての l-yrぐthro‡(tのV)7･.TIi7.
に対する pip.hut.のFELT!.!作川に附ナろgl矧 土実施
不可か臼と58･へられる｡玖!際に Pyrcthrins及び

nllcthrin乳剤にアカイェカ幼虫相手肘卵 液或は加熱
不朽性化磨押液をiEL介し 24時m 2'-JOに処frA!し,筏

pip.hut.乳剤を加へた乳剤雅に才泣初から3着を況合

し同じく2粥 Ri】処理した乳液についてきちの解おに及ぼ

す pjpl])ut. の阻告作川をアカイエカ幼虫を用ふる

fLi物学的測(定法によt)実験を行ったが,上記の原因の

ためかLJJ一志の約-31･を相る部がLLi来なかった｡
然し0.0･I)アo/pyrethrinsemulsion2ccにアカイ

エカ摂押液 Icc及び水 13ccを加へ (液は衣色)節

温に数分r川故托すると液は紫烈色に変るが,)rl-主初から

0.4,0./pip.I)uI.cmlll.qi(ln2ccを汚ミ加して拓けば色

調の変化は梅めて少なく,n.加三%不所作化駅押液の添
加の1劫令は色の変化は発くない7JIから,アカイエカの

彬宗によl)行はれる也空をtr･･ふl･Rf･TL'化学変化に対し
p)'p.))lュt.が明かにrll'._1.'n-1りを/T汁叫がわかる｡帆L

比の附臼作1日と内相J-.へのFtLH作目とのr'.Uに[1Jは珊 :.があ
るか否かは明かでない｡

IV.イエバエ成虫組田柄砕波による Pyrcthroi(I
の解馴 こ封する Pir.Btlt.の阻寮作m

前掛 こ於いて榔イ･T･パェRLWFi粉末によるⅠlyrcthrims

の脈77;に対すろpJ'zl.hut.のFTl･tL'作川について研究

し,イJ･バJ･粉-)三によ7J乳剤の取班のため邦のFlL告を
mY.-i+ち?Jr･がIL抹 なかった｡兆の宍験では乳化剤とし

て田鵬化rLIIを抜目したが,乳剤が不安'Eであったので
木災験では命乳剤共安定な乳化剤としてTween80を

mひた｡I.I.J茄実験でアカイエカ磨帝旅は陥冠実験には

任用L得ない部が明かとなったので,木琴験では総て

イエバェ成虫を試相とした｡

45 液の作用

16 訊実験によ.,)7カイエカ耶押液は 1'ip･1,山･を不

･1 fLT;什化すろ1Jr75:rl))かとなつtrが,イJ･,{ェ成山の粉分

0 . にも(!りL'iiでもろので,7カイJT-･kの均分と同様に

耶7炎の約月さからTlTu兜穿ち剛末に･刊,Il'jTIl】棚方tを描き,
それからiJ'J一乳剤のIJJl効性を判'jilすれば,∧3乳剤の言ti
力はIhよl)少しく小である邪が,l'･.されて居t),阿剤

小の Pyrcthrinsの分Jl.(は同一であるので, 3̂乳剤
に於て pJ'p.TJtlr.がアカイエカ内相;に･よt)分解され

たか或は不ITLT;什化された刊によl)pyrL･thrinsに対す

ろ北JJ効刀!が 131乳剤のそれによt)･'fJ7Jに弔ったもの

と考-られる｡

0.4,00'pjT-.htJt.LLmlllsionlccにイ工,:ェ成出 (雌

Elrilほ･)机相打附Iを(Vl:)'城は加熱不朽性化慣砕波

(Hl･:)を 】CC及びノk6.5ccを添加 25土loの定温

群小にて同様2祁誹り処理し,絞 0.05,00/.pyrcthrins

emulsion●1ccを加へ,7カイエカ幼虫をmふる殺虫

試験によE)邦の詔力を比較し pip.7)ut.-ゐ影響を

祝賀したo探乳剤18ccに対する稀梓率並に夕地 執事
郡8邦の通,)である｡川ひたアカイエカ幼虫は岬化役

7日のもので,水温は エア士loであった｡

65
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Table8..Dosage(ppm)一morlality(%)･tahlesforsynergi芦edpyrcthrum

emulsions､lVithpip･but.whichtreated lVith house8y.enzymetohrvaof

thectJmmonl10uSemOSquitu.

I)iLutilm I Dosage(ppm) 〔pip.But.A.4vE〕十Pyr.1 〔pi｡.But.BlⅠIE〕+Py,.

.Table9. Summaryofdataofcxpcrimentsforrchtionofdosageand

mortalityto7arvaof､thecommonhousemosquitoinsynergizcdpyrcthrum

emulsionslVithpip.but.WhichtreatedlVith1105eflyenZyme.

ceomdueo.fsii.gnnI:nuso:i:'.esr

lミegrcssionequ.1tion

y-a+a(x一言)Jl

;≡54::≡;;30:;:;≡;:::二 .sS;64芸 に0.'36芸,07S

Table10. AbsolutetoxicityofsynergizedpyrethrumemulsionslVith

pip.but.whichtrcatcdwithhouseflycnzymetolarvaofthecommonhouse

mosqllito.

Formuhtion A4
But.+VF_]+Pyr. But.+111三〕十1-yr.

範8才壬の結脚こついてはAEに桁琉な比較を行ふため

131心Sの prohit法によ7)重盗理すると耶9及び10衣
の如くである｡

印10･:R･の結灘から A4及び B4の詔力は殆んど同
じで.1)ip.lJut.乳剤はイエバェ既砕液により作用を

受けない叫が'-J';されている.

.(b) イエバエ成虫紀和墳砕液にJ:る Pyrethrins

及び Allethr)'nの即日引こ封する Pl'p･But.の阻害

作用

前宍験によL)イ工,(ェ放畔地がllip.hut.のactivity

に影響を及ぼさない?lf･がmかとなったので .酷にイエ

'くェによる pyrethroidの解iFZflJに対 しpip.but.那

果 して阻告仲川を呈す るか,又 pyrcthrins及び
alletilrin の陥芯に対する阻告蛇の差と両者に対する

pip.hut.の共-JJ蛇の占･とのnj】の相関比について研究

を行ふため,前報(I) に畔 じA5-FGの6柾の乳剤を

調軸し,A5及び D5に於ては 0.05% pyrethrins

U6

或は allelhrinemulsion2ccにイ工,:ェ供畔地 1cc

及び水 13ccを況和し,24時rLi7-EllTu実験同様に 250に

,Q現役 0.4% pip.but.'cmulsion2ccを添加するo

lh及び E5は AS及 D5のイエバェ磨砕波の代()
に加熱不朽性化イエ,(ェ肪砕波を添加する外はそれと

全くTr｡じに操作し C5及び FSは拡初からO.03,00'

pyretllrins或は allethrinemulsion2cc,イエバェ

照砕波 1cc,0.4% pip.1)ut.cmlllsion2cc及び水

11ccを況和 24時rLjl夫々処埋する.後前記方法によ()

適宜和指し アカイエカ幼虫を用ひ殺虫試駅を行ひ24
時rLil後の死虫率から解Llniされず成田する lJyrCthrims
或は allcthrin のiitを求めた｡アカイエカ幼虫は印字

化後9HHのもので,突放時の水温は 17士20であっ
た｡

粥の比17ミを流すと妨11-kの通E)で,和樹LT･率は院乳

液16ccに対する倍数を,示す. J

第11衣の絶対 こついて吏に桔照の比 校を行ふため,
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前述の如き ril.ISSの Ⅰ-rot)it班によ()的TTL!し,邦の

同局7J一和式北にそれに附何十ろ二三の放lll仲決めると`

郡12光のnt)である｡

節12火の約!l王から‡捌1七一兆山呼IIlfl汀胡LLな拭くとm1

S】…(lO
l
d
u
!
L
l!tt:310
-tT
J● l■ 2+ t.7 71 Jt■ 1J

CorlCentmtioninloJr.lrithmllS

Fig.). 1-rot,itregressionline･Lorthe
toxicityofofdcloxi6C(1pyrcthroid-pュp.hllt.
ernlJIsionsto1.lrl･aOftheeornmonhouse

rnosqlJilo.

節 ､10 啓一Ⅰト

図の如くなる｡

上の如くして求められた川棚 卿こ?rsき爺乳剤の'JI効
比を3T.11けlLは'机L'Ujの如くなる｡
今 LT)-.rJOによって77;された命乳剤のTTJlJ)からイエ

バェ彬射 こよる pyrcthrin.q及び nllcthrJ'n の附iTj
郷をn･許.すると.A.h乳剤に放ける pyrctllrins･の附

称iiは 1TJ.G'2,Oof.Cr,乳剤のそれは 7.1rIクp'で .

Pyrcthrinsの耶TtJlに対する pil).I川L のFILL._1,'叩Jは
55.21% とな.),同様に r)5乳剤に於けるnllt･thrin

の解お琴は 4.47%,FT.乳剤のそれは 3.7:i';■亡.JL.'･

に極めて械矧こてlL解!Tjlこ対する pl'p･hut･のFJlTit
作用は的んどなLIlo
此の枝に Pyrethrinsに対するイエJ:ェ摂砕波の耶

171力が大で.あり,それに対する pip･1,11t･の阻告作用

も̀かなり人であるに反 し,allethrinに対するそれの

聯詔力はこれより超か伐弱で前者の約 1/3に相当LIl

l押苅lこ対すろPip.htlt. の附告作川も殆んど認めら

･Tablel]･ Dosntqc(ppm)-mort叫ty(%)hl,lcsntthcassay,vithmosq叫o
hrva,intheexpcrimcnls for inhibitionofenzym.ltic(7ct(-XiEiC.ltionof
pyrcthrinsandallcthrin.

Table12. SummaryofdataofeL･perimentsforrもhtl'onor(]0.q.lLrC.lnd
mortality･tohrl,aOfthecomm()nhot)SCmos(ltlitoin(lcloxirlC(Irlyrcthroi(ド
pュp.hut.emltlsions.

:dt呂sfSiiognnにso:f:;;r

Fn l GOO

lミcJrrc.S,qioncqtnti(n

y=alb(x一斉)

y-.r=).002TJO+6.GllO3(.Y-1.92129)

y-5.OIO52+7.0510･-J(x-1.84S66)

yEJ･9578''･+5･99118(x-.1･87235)
y--4.8616.1+7.2.-)277(x-●2.50471)
y-A.941221･7.40902(x-2.49203)

y-4.90736+8.41411(x-2.50944)

tiT
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Table13. Absolutetoxicityofdetoxi丘edpyrethroid-pip.but.emulsions
ljyhouse月yen2:ymetOlarl･aOfthecommonhousemosquito.

JLないIJr火は,1}yrethrinsに対する pip･but･の

JL;･･JJ肋 ;･.'･JTIこa)lcthrinに対するそiLより劣ると十.う

1n瀧を,粥の肺 WF:mIこ対する pJ'p.hut･の阻告腔

のAYiから脱明する恥は不可能である0.を示して厨t),

又非力作川はPyrcthroidに対する酵采的解お作用へ

の共力剤のFlL矧 こ退くとの CJ'̂ llDll:)こ一一Alが,等の炉

説に紋別を捉供するものである.

但し卯】図に於で示されている枝に AS及び B5並

に D占及び E.Sの各回儒紋が在に略々平行関係にあ

るにも拘らず,C5回椛税は ^占及 B5よL)1rJ票数が

小となL),これと対称的に FBrt!j脱税は Ds及びE丘
よt)伺票数が大となるのは興味あるところで,.pyrcl

thrins 及び alletllrin に対 してイエバェ酵菜及び

pip･bpt･ を配合したJ船 取った鋤き方が行はれる

邸を元喫しているもので, これが両剤に対する pip.

but.'の共力蛇の去りIL;J:因と関係があるや否やについ

ては将来の研兜に伏たねばならない｡

総 括

Py<rethrins及び Itllethrin に対する pip.but.

の共力腔のn:をアカイエカ劫火に対する投出試既によ

り研兜L i)Tj者に対する致死iJ,:力姥は 2.04, 後者に

対するそれは 1.71にて前者は後者の 】:201缶に相当

する叫を孤老亨し,Afに比の致死共力皮の差を共力作M

は1-yrcthroi｡に対する酵素的解毒えの共力剤のFLL告

作JIJにJ.与くとの仮説にて証明を試みろ為,アカイエカ

幼iJl及びイエ′くェ成虫組払膳押液による pyrethrins.
;tllcLhrJ'n 及び pip..but.の附毒作用並に解亮に対

する pil).I)uI.の附ul作川を研究したところ,pyrc-
thro王d に対すろ-/カイエカ既押紙の解iun:JLJl∃伯主め
て紋弱であt),tLlpip･hut･はアカイェカ脚 平淡に

よりactivity が減少するのを軌窮 し,イェ,:ェ磨坪
淡では pyrethrJ'nsは 15.G% 脈言IrJ･され,pip.hut.

により邦･の脈詔作J.rJが55,cc/附哲されるが,allethrinII
は脚 ..4･5% 鰍惑されtL砧 ･蕪･lFよ!'3Liの併記
作川が約んど即し貨:-されない郭を認めた｡

以上の叫からpyrethrins及び allcthrinに対す

7p.pJ･p･I,ur･の致死料 J蛇の逆とこれ等 pyr叫 riid
の彬訪i的脈芯作川に対する pip･hut･FrL鞘腔との問

68 .

には棚閑々係がないものと.LTI.はれる｡

.本研究は京都大学良学部武居三吉教授を代炎者とす

る rEE-虫の化学的防除に関する娼礎的研兜｣に関する

綜合研兜の一部で,終始棚 班蛇を貼った武広三-I,･'放伐

並に東学高街路蔵教授及び実験に助力せられた平lll似
太郎Lifに夫 T々g.く感謝するO
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Resume 1

Bythehioassay ､vith mosq.!ilolar､･a(C,LZix

Lu't'2'enL.t'a'.L'artenSCoqui.)forsynckizもd

pyrethrinsandallcthrinemulsions,itisobscrl,Cd

thatthedegreeof-symcrg!smo_fp王p･huhfor

pyrethrinsis2･04and thes,aqleforallethrin
1.77,andthattheseresultscoincidewithmany

previousinvestigators'datathatcombin.ltions

of,allethrinwithsynergistssholValowerorder

of synerglSm than similarcomljinationsof

pyrethrinswithsynergjsts.

Inordertolprol･Cthclmechanism ofabove

observation lVithrefercncctothehypothesis

proposed hy CIÎMn7･:RT.AIN thatpyrcthrum

synergistinhibitstheenzyrnaticdctoxification

of pyrethrins, the author has s叫dicd on
detoxiacation Aof ground-tissue solution of



防 虫 科 学 ･耶 19 懸一日

mosquitolarv.1forpyrethroid.lndpip.hut.

emul.sionS.andoninhH)itory.lCtionofpip.hut.

Lop(IetoxifiC.ltitm ofpyrcthroid cmlIIsionshy

housLly (Ltlusca domcsL;Ca I一.) cn之yme, .lnd

oIJhincdthefoIJoIYJngresults:

TllCground-tissuesolutionofmosquitohrva

exhibitsdetoxificLltiolHn;IveryloIYdegreefor

pyrclhrinsandtlllethrinemulsions,andreduces

the.lCtivityofpip.but.emulsion Pyrethrum

emulsionisol)servedtobedetoxiGedby 15.0,00/

.lfter:Zjhrs.I)ytheground-tissuesolutionof

hotJSeny (teste(Iwithmos(luito lIIrV.1)andhy

55,0.'OrenzymnticrktoxiricltionofpyJ･Cthrins

jnhihitcdhyplo.hut.;.lllcthrintlmlllsionhci叩.

deto.yifiedT'y4..r=J7.'hytheslime,nn(1theinhi-

bitionofI,il).hut.tortheIIcloxiEie.･Itionnor-

rccognizc(I.

ltcnccthe(ljLrcrcnceindcgTCCOfsyncrLrism

ofpip.7)ut.forpyrethrJ'nsLln【t.lllcLhrinst!ems

not'tobecorrchtetllVilh lhごItOrinhibit)ton

causedbyplp.I)tlt.fortheL･nZymntictlcto.Y一

報clltjonofpyrethroid.

ELfectofPreconditioned EnvirotlmentalFactorstoIIeatResistanceoflnscct.

Masao K【yf)KtJ (L;tljomtoTy.OfAwlicd Entomology,川rost'm:IJuniorCoHtl･Lrcol
ĝrjculturc)Jくeccivc(1̂ pTi130,1954.BotyLL-KagahtL19.6P,1031(lYithI:ngljshrdsumL'.73)

ll. 条件づけ環境要素が昆虫の耐熱性に及ぼす影響｡紛久-A:火 (瓜.b比卦 短期火′l'=応'JlJ
昆虫学研究追)2tJ.i.30.受理

I

昆虫の勲に封する抵抗洩偶を榛する目的の-として, 一浪的な昆虫体の内部要因や突放 ∴
中に生ずる外部要因に関するものとは別に, 比較的短時間の現境の変化が昆虫の生理的変 -

化をおこし, これが癌統k彰Vすると言う閉環を, (1)あらかt=め穎時間種々の温度や

(2)渦度に当てたもの (3)実験時の個体密度の影響,及び (4)廃幣したもの▲抵抗わ

変化の4細の責験<検討した.

括 ･ 約

-llL;虫の熱に対する抵抗が,薬剤に対するそれの様に

担々の外的内的発作によって追うことはTiく知られて
いる｡▲丘!l!の和lj7,糊,年令,牲等で和迎することは
比較的やくより).'J7られているoI''J]一拍軌 同一発育時

和め ものでも,l丘虫がそれまでに緩験した芯地の温皮

の糊迎で (l{Iyo】川,lrJ53.1),城は止血の食物の丑や

門の和迩 (折久,1933I,,1'Jt-74a)で瑚介によっては,

かなI)HEi著な柑迎を77;している｡恥に同二飼育環境の

何体即に院するものでも所mm休変異の相違があるこ
とは勿論,Tll]じ成虫関で茄いものとか ･ものの問の相
識.羽化する時,TEqの迅速の柑述,先物を耽ったものと,
釈らないもののmlの相違等 (約久,1934b),紙状の変

化の%咽 は仲々多いことが枯細に托められている｡

近年.昆虫の抵抗性の木門の研究が盛んにな(),殊に
.BS剤等に対するそれでは.輔々宗論ぜられ,その原因を

迫伝的に淡めようとする均nLや,皿出の介理的な生理
的交化に渋めようとする瑚合等符桃の立切があるが,

I.7.JFl;く粥杭比の文化の祁火を調べる必野があ7)うO･い-J
-帖,l‖卜射 一･･のD.7,1休でも,試験をするil揃 のI伽 の
射1･･の凸で変化を,京.･ナ場合がある｡これは域は穴験7}'
班のLl.rrI榊こよる変化と況関する切介もあるが,拭杭の
試犀利こ放てはゆるがせにLn耳ミない71収 であり,放熱こ

言えは火験材料そのもののrJr.･邪的Ri凹と災験IIIの外部

約諾要田との中仙 こ介在する抵抗変化の77穿開に関する

牲恋すべきT!u祖である.

この胡文で舵枝う問題は,宍験例が紫外少く,あっ
てもIiiに偶 わ々叫火として上げられた相性のものであ
るから,少し桁冊 こ検討して見たい.何れもIu!の4-i
理的条件が,緋く鮫糊問の=次的FLii城の焚化でおこ匂,

これが抵抗の変化の原因1こなって戎ろとTTう'-rr マで

霊芝oLI警慧㌘慧 誌 三笠･0,4蕊 禁 ㌫ 遇 .

ていることと,ク三的な1時中止する為に.これまでに
門ていろUi放成i/Lを-Eとめて見た｡木nl文を誰するに

当り,御恩脂な抑 旨泊を似おった5J'･.一大教授,内田俊郎
博士に感謝の蕊をX･する｡

茸験の日横と其の方法

30oC.75% R.Ii.内外 の伍温皮で飼育したナズ
キ･}'サムS/ CatlosobTZIChtLSCTLiTZenSIs の成虫を仙っ

た｡前に述べた桜にごくL･YiかのJW りの!iT:lB利一トの文化
として次のものが-考えられた,

(1)皿山がt.;弧に)ln池する時の,その川弘である｡
苅L体温が仲ナれば,ii"]池する粥WLが比校的拓くなく
とも.Ft虫のそiLに対すろ悠受性は火きいだ7)う｡従
ってそれに対する反応は大きくなるだ7)う｡:lT'iLそれ
と反対では逆の約月ミとなろうoLt;JlJの拍忙於て把弧で

t;U


